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斎藤郁真委員長の集会発言！
全学連を代表して、この間

の闘いでかちとった２つの勝

利を報告します！

一つ目は、５月25日～６月

８日に行った京都大学での全

学選挙で、全学自治会同学会

の再建に成功したことです。

大飯原発３・４号機の再稼

働をめぐる攻防が激しくなっ

ている今、関西経済連合会に

加盟し、経営協議会に元関西電力社長・藤洋作が入って

いる京都大学で、｢原発再稼働阻止！ 御用学者追放！ 大

学を学生の手に取り戻そう！｣を掲げた冨山小太郎統一候

補が3000票もの得票、そして７割を超える信任率をもっ

て登場したことは決定的な勝利です！ ともに法大闘争を

闘い抜き、ともに獄中にぶち込まれた冨山君が同学会の

委員長になったことが私は本当に嬉しい！

５月５日の｢全原発停止｣に追い込んだあの勝

利から、原発を｢止める｣だけでなく｢なくす｣－

－そういう闘いが求められている中、原子力ム

ラを足下から掘り崩し、奪われてきた真実と学

問を取り戻す。京都大学から、ついに歴史的な

一歩が踏み出されました！

二つ目は、法大暴処法裁判で５月31日に、５

人の被告が無罪判決をかちとったことです。学

費が払えなくて除籍になった私の盟友である文化連盟企

画局の増井真琴君に対して、彼が学生運動に参加してい

たということをもって、｢学内への入構を禁止する｣とい

うふざけた看板が掲げられていました。

この看板が壊れたということをもって、09年５月に11

人の学生が逮捕され、５人が起訴されました。２年半を

こえる裁判で無罪をかちとったことは本当に歴史的なこ

とです。仲間を信じて闘い抜いたからこそ、この勝利が

ありました。

この二つの地平のさらなる拡大に、私たち全学連は挑

戦します。全国大学キャンパスに学生自治会を建設して

いく闘いに挑戦し、法大の無罪判決を全国に拡大し、｢闘

えば勝てるんだ｣ということを示していきたい。

７月に京大全国結集闘争、そして法大無罪判決報告集

会を行います。そして、この夏の最大の焦点である７･16

原発反対10万人集会(代々木公園)への、どでかい高揚を

つくりだしていきたい。ともに、アツい夏を闘って闘っ

て闘い抜いていきましょう！

集会の最後にインターナショナル斉唱



◆７月16日(月･祝) 13時～

◆東京・代々木公園にて
※12時半からオープニング･コンサート、13時半からデモ出発

※会場へは、ＪＲ原宿駅より徒歩５分、同渋谷駅より徒歩10分

【呼びかけ】さようなら原発1000万人アクション
＜内橋克人､大江健三郎､落合恵子､鎌田慧､坂本龍一､

澤地久枝､瀬戸内寂聴､辻井喬､鶴見俊輔＞

６万人が集まった昨年９月19日の反原発集会(明治公園)

京都大学同学会委員長として信任された

冨山小太郎君からのアピール

26年ぶりの同学会の選挙、そし

て3000を超える得票数。問われて

いる責任も、とても大きいです。

これからどうするかが大事なこ

とです。私たちは新自由主義に対

して｢何もできない｣｢力がない｣と

思わされてきました。原発再稼働、

学費、寮、…。これらの問題を一

つにつなげてかたちにしていくこ

と－－それが自治会であり、これ

から問われていることです。

3000を超える得票数は、偶然ではありません。｢何かした

い｣｢今の状況はおかしい｣という思い、これまで言葉になら

なかった思いが投票で示されたと思います。

選挙を通して、僕らは今の橋下・大阪市政や大飯原発再

稼働に対して真っ向から勝負できる権利をつかんだと思い

ます。僕たちは絶対に勝てる！ みんなで思いを一つにして、

頑張っていきましょう！

【投票結果】※６月８日開票

投票総数 ３０４２票

信任 ２１４９票

不信任 ６５２票

白票 １８３票

無効票 ５８票

動労千葉･田中康宏委員長の集会発言
この２年間全力で闘い、今年は

｢国鉄闘争の火をもっと大きく！｣

と掲げました。動労千葉は、国鉄

分割･民営化で起きたこと、この2

0数年間、労働者がどれほどひど

い状況に突き落とされてきたのか、

その攻撃を絶対に曖昧にしません。

生活保護法改悪をめぐるあの大

陰謀、関越自動車道バス事故は国土交通省による殺人です。

そして何よりも、野田首相による８日の原発再稼働宣言。本

当に我慢がならない！ 野田は｢再稼働は国民の生活のため｣

だって言う。福島での何万人もの避難民、何が｢収束｣｢安全｣

か！ 何が｢生活のため｣か！

すべての元凶は新自由主義です。すべての出発点が国鉄分

割･民営化です。そして本当に悔しいことは、社会のすべて

が壊れ2000万人の青年労働者の未来と希望を奪われまで、労

働組合が抵抗できなかったことです。何よりも必要なことは、

闘う労働組合を甦らせることです。怒りの声は社会の隅々ま

で満ち、支配階級の悲鳴が聞こえてきます。原発事故で政府

の本質に何千万という労働者が気づいた。人生観を変えた。

闘う労働組合の復権は絶対に可能です。この十年以上の、

民営化・外注化・非正規職化をめぐるＪＲ職場での闘いを通

して確信を持っています。職場全体が、外注化・民営化・非

正規職化が労働者にとって最も核心的な攻撃なんだとつかん

だ。現場の力が新自由主義攻撃と立ち向かうことができると

証明した。本集会をきっかけに、怒りをもって反撃に立とう！

国鉄闘争が正念場です。11年間止めてきた外注化を｢今秋

強行する｣とＪＲ東資本は言ってきました。僕らはこれを止

めるために、全力で立ち上がります。ともに闘いましょう！


